
 

日 時：２００８年２月９日（土）１３：３０～１６：３０ 

会 場：兵庫県民会館９階「けんみんホール」 神戸市中央区下山手通４－１６－３ 
 TEL ０７８－３２１－２１３８ 

参加費用：資料代実費 500 円 

（ひょうご消費者ネット会員無料） 

定  員：約３００名 

申込方法：①ＦＡＸ ②郵送 ③メールのいずれか 

申 込 先：〒650-0022 神戸市中央区元町通 6-7-10 

元町関西ビル３階 

かげやま司法書士事務所内 

ＮＰＯ法人ひょうご消費者ネット事務局 

URL：http://hyogo-c-net.com 

E-MAIL：office@hyogo-c-net.com 

FAX：０７８-３６１-７２２８ 

TEL：078-361-7201 

（お電話でのお申込はご遠慮ください） 

締め切り：２月５日（火）必着（ただし、定員になり次第締め切らせていただきます） 

主  催：ＮＰＯ法人ひょうご消費者ネット 
後  援：兵庫県・神戸市・兵庫県司法書士会・生活協同組合コープこうべ 

行政の多重債務対策の充実を求める全国会議 
 

 
■■■ ２月９日シンポジウム「多重債務者を生まない社会をめざして！」に申し込みます ■■■ 

ご住所 ご氏名 

 

（電話：                  ） 

 

（職業：          ）会員・一般 

申込用紙 

【プログラム】 

◆13:35-14:25 基調講演「多重債務者を一人残らず救うために～多重債務救済活動のこれから～」 

          弁護士 宇都宮健児氏（日本弁護士連合会多重債務対策本部長代行） 

◆14:25-14:35 被害者の体験報告 

◆14:35-14:45 休  憩 

◆14:45-16:25 パネルディスカッション「多重債務者を生まない社会をめざして！」 

パネリスト          宇都宮健児氏（弁護士） 

大上千賀子氏（兵庫県消費生活課長・ 

兵庫県多重債務者対策協議会事務局担当課長） 

弘中 照美氏（多重債務による自死をなくす会） 

義本みどり氏（兵庫県但馬生活科学センター相談員） 

蔭山 倫理氏（司法書士・兵庫県司法書士会副会長） 

コーディネーター   辰巳 裕規氏（弁護士・ひょうご消費者ネット理事） 

（FAXの方は切らずに送信してください） 

多重債務問題は、自殺者や犯罪の増加、家庭崩壊などを引き起こし、大きな社会的課題になっています。

政府は昨年、貸金業法などを改正してグレーゾーン金利を廃止し、今年は「借金は必ず解決する」を合い

言葉に多重債務問題改善プログラムの実施を呼びかけており、めざましい進展を見せています。 

そこで、多重債務問題の現状と残された課題を多くの消費者に知ってもらうとともに、地域、職場、行政

などそれぞれの立場から、課題解決にどう取り組めるのかを考え、安全・安心な住みよい地域社会づくり

を呼びかけます。 


